
（３）　　第２３３号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成28年５月１日

１　
予
算
関
係
議
案
の
提
案

　

２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
平
成
28

年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信

と
施
策
概
要
の
説
明
が
行
わ
れ
、

一
般
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業
等

６
特
別
会
計
予
算
な
ど
、
平
成
28

年
度
予
算
関
係
議
案
22
件
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。（
そ
の
後
１
件
追
加
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
予
算
総
額
）

一�

般
会
計
お
よ
び
６
特
別
会
計
の

合
計
／
１
１
３
７
億
２
３
２
０

万
円（
前
年
度
比
２・３
％
の
増
）

（
各
予
算
規
模
）

一�

般
会
計
／
６
０
７
億
８
３
２
０

万
円（
前
年
度
比
０・９
％
の
減
）

特�

別
会
計
／
下
水
道
事
業
、
大
船

駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
、

国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
、
介
護
保
険

事
業
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
の
６
特
別
会
計
合
計

で
、
５
２
９
億
４
０
０
０
万
円

（
前
年
度
比
６
・３
％
の
増
）

２　
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

　

２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
新
年
度
予
算
等
に

対
す
る
各
会
派
か
ら
の
代
表
質
問

を
終
え
た
後
に
、
特
別
委
員
会
設

置
の
動
議
に
よ
り
10
名
の
委
員
か

ら
な
る
平
成
28
年
度
鎌
倉
市
一
般

会
計
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

（
以
下
「
予
算
特
別
委
員
会
」）
を

設
置
し
、
予
算
関
係
議
案
23
件
の

審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

３　
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

（
担
当
原
局
・
市
長
へ
の
質
疑
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
予
算
議
案
等
に
つ
い
て
、

市
長
が
所
信
表
明
で
述
べ
て
い
る

予
算
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
第

３
次
総
合
計
画
第
３
期
基
本
計
画

前
期
実
施
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
諸
事
業
を
は
じ
め
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
事
業
や
重
点
的
か
つ

政
策
的
な
課
題
・
施
策
が
ど
の
よ

う
に
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

か
な
ど
の
観
点
か
ら
、
３
月
３
日

か
ら
９
日
に
か
け
て
、
担
当
原
局

に
対
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
10
日
に
は
、
施
策
の

一
部
に
つ
い
て
市
長
へ
の
質
疑
を

行
い
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
に
関

す
る
こ
と
、
ご
み
処
理
施
策
に
関

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
見
解
を

た
だ
し
ま
し
た
。

４　
予
算
特
別
委
員
会
で
採
決

　

付
託
を
受
け
た
平
成
28
年
度
一

般
会
計
予
算
な
ど
23
議
案
の
採
決

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
、下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
は
じ

め
と
す
る
６
特
別
会
計
予
算
お
よ

び
鎌
倉
市
本
庁
舎
整
備
方
針
策
定

委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な

ど
16
件
の
条
例
関
係
議
案
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

５　
審
査
結
果
の
報
告

　

３
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
等
が
報
告
さ
れ
、
次
の
意
見

が
付
さ
れ
ま
し
た
。　

①
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

　

�　
信
頼
回
復
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
研
修
内
容
、
回
数
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
全
職
員
が

確
実
に
研
修
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
、
職
員

の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
求
め
る
。

②�
保
育
園
、子
ど
も
会
館・子
ど
も

の
家
に
お
け
る
施
設
整
備
お
よ

び
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

　

�　
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
毎
年

50
人
前
後
も
の
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
中
、
施
設
の
拡

充
は
差
し
迫
っ
た
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
施
設
整
備
と
併

せ
て
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
支
援
や
、
新
設
の
保
育
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
等
を
活
用
す
る
な

ど
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

各
事
業
の
推
進
を
求
め
る
。

　

�　
子
ど
も
の
家
に
つ
い
て
は
、

入
所
希
望
者
が
年
々
増
加
す
る

中
、
利
用
定
員
の
弾
力
的
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
が
、
施
設
が

量
的
に
不
足
し
て
い
る
た
め
、

学
校
敷
地
内
で
の
整
備
を
含
む

施
設
の
質
的
・
量
的
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
さ
ら
な
る
推
進
、
子
ど

も
会
館
・
子
ど
も
の
家
の
多
様

な
運
営
主
体
に
よ
る
展
開
等
の

施
策
を
検
討
し
、
早
期
の
対
応

を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

③�

社
会
基
盤
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
推
進
に
つ
い
て

　

�　
同
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
は
官
民
連
携
手
法
導

入
の
可
能
性
の
調
査
・
検
討
を

行
う
な
ど
、
計
画
を
進
め
る
た

め
の
運
用
準
備
期
間
に
位
置

付
け
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

�　
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
部
署
間
の
連
携
の
枠

組
み
を
確
立
し
、
後
期
実
施
計

画
に
お
け
る
十
分
な
対
応
を

求
め
る
。

④�

文
化
財
調
査・整
備
事
業
お
よ
び

史
跡
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

�　
出
土
し
た
大
量
の
埋
蔵
文
化

財
の
整
理
作
業
は
、現
行
の
体
制

で
30
年
も
の
時
間
を
費
や
す
状

況
か
ら
十
分
な
体
制
と
は
言
え

ず
、史
跡
の
保
存
・
管
理
に
当

た
っ
て
は
、財
政
難
や
人
手
不
足

を
理
由
に
十
分
な
管
理
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、鎌
倉
の
歴

史
環
境
を
整
備
し
、史
跡
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
、早
急
に
体
制

を
整
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

６　
本
会
議
で
採
決

　

委
員
長
報
告
の
後
、
一
部
議
員

か
ら
一
般
会
計
予
算
の
企
画
総
合

計
画
事
業
に
係
る
組
み
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

６
会
派
の
議
員
お
よ
び
１
名
の
無

所
属
議
員
か
ら
、
討
論
と
し
て
、

原
案
に
対
す
る
賛
否
の
意
見
が
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、採
決
を
行
っ
た
結
果
、

組
み
替
え
動
議
は
少
数
の
賛
成
に

よ
り
否
決
さ
れ
、
下
水
道
事
業
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事

業
、
介
護
保
険
事
業
の
３
特
別
会

計
予
算
お
よ
び
16
件
の
条
例
関
係

議
案
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
、
ま
た
一
般
会
計
予
算
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
の
３
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ
り
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

予算特別委員会委員
委 員 長 中村聡一郎（みんな）
副委員長 大石　和久（公明党）

委 員

西岡　幸子（公明党）
池田　　実（鎌倉みらい）
三宅　真里（神奈川ネット鎌倉）
小野田康成（鎌夢会）
髙橋　浩司（鎌夢会）
久坂くにえ（みんな）
山田　直人（鎌倉みらい）
赤松　正博（日本共産党）

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
等
を
審
査

一
般
会
計
予
算
を
可
決

予算特別委員会審査風景

建設常任委員会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総務常任委員会

　２月24日開催の観光厚生常任委員会では、議案２件、陳情２
件、報告事項12件の審査および新年度予算関係議案の予備審査
を行いました。主な内容は次のとおりです。

　２月25日、３月２日および17日開催の建設常任委員会では、議
案３件、請願１件、陳情４件、報告事項13件の審査および新年度予
算関係議案の予備審査を行いました。主な内容は次のとおりです。

　２月26日、29日、３月16日、17日および23日（会期外）開催の総務常任委員会で
は、諮問２件、議案12件、議会議案１件、陳情１件、報告事項等18件の審査お
よび新年度予算関係議案の予備審査を行いました。主な内容は次のとおりです。

　２月23日開催の教育こどもみらい常任委員会では、諮問３件、
陳情１件、報告事項11件の審査および新年度予算関係議案の予
備審査を行いました。主な内容は次のとおりです。

陳情第38号（有料ごみ袋の使用の継続の中止を求める陳情）
　本陳情は、有料ごみ袋の使用の中止を求めるもので、理事者の説明に
よれば、平成27年４月から実施している家庭系ごみの有料化の制度によ
り、年間約４千トンのごみの削減が見込まれ、ごみ減量に対する市民理
解は進んでおり、ごみ減量の推進のため、有料化の継続は必要不可欠で
あるとのことです。
　委員会では、「ごみ有料化の実施後１年も経過しない中、もう少し様
子を見るべき」「ごみ有料化は、排出量による負担の公平性の担保と、
今後のごみ焼却施設等も含めたごみ施策の費用負担の先行投資という意
味もある」との意見が出され、委員１名が退席しましたが、全会一致を
もって不採択となりました。

報告事項（深沢地域整備事業の現状）
　深沢地域整備事業の進捗状況として、平成27年８月から実施したまちづ
くり意見交換会で出された意見がまとまったことを受け、作成中の修正土
地利用計画（素案）について、今後パブリックコメントを実施し、平成28年度
の早い時期に修正土地利用計画（案）を確定したい旨の報告がありました。
　また、権利者との合意形成に向けた取り組み状況や、広域のまちづく
りについての取り組み状況、さらにＡ用地における土壌汚染対策処理状況
や、現在実施中のJR梶原社宅、柏尾社宅の解体工事および土壌汚染対策
処理が平成28年３月末までに完了する予定である旨の報告等がありました。
　委員会では、多数で了承されました。

報告事項（鎌倉市教育大綱の策定）
　「鎌倉市教育大綱」は、市長および教育長、教育委員会委員で構成す
る総合教育会議が設置され策定したもので、「未来を拓く「生きる力」
を育み、子どもも大人も共に学ぶ「共育」を進めます」を基本理念とし、
教育、学術および文化の振興に関する総合的な施策について、その目標
や施策の根本となる方針を定めたものです。対象期間は平成27～31年
度の5年間で、放課後児童対策、生活困窮世帯への支援、郷土学習、教
育環境の整備、青少年の居場所づくりと支援体制の構築を重点施策とし
ているとの説明がありました。
　委員会では、総員で了承されました。

議案第71号（工事請負契約の締結）
　腰越地域老人福祉センター新築工事についての請負契約を、株式会社
関野建設（秦野市松原町２番５号）と、契約金額２億3544万円（消費税額
含む）で締結するものです。なお、工事の竣工は平成29年２月の予定です。
　委員会では、「当該施設は地域の交流施設としての役割もあり、教育
的な観点として太陽光エネルギーの利用がなされなかったのか検証すべ
きであり、また、省エネルギーの観点については以前から市は把握して
いるにもかかわらず、庁内の連携が不十分で、当該施設に取り入れなかっ
たことは問題であり、今後補正予算での対応も含めて検討すべきである」
などの意見が出ましたが、多数により可決されました。

常　任
委員会


